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トンネル北工事の掘削再開について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 三 次 河 川 国 道 事 務 所  
M i y o s h i  o f f i c e  o f  R i v e r  a n d  N a t i o n a l  H i g h w a y  

問 合 せ先  

国土交通省中国地方整備局 三次河川国道事務所 

副所長（道路担当）竹下 和幸（たけした  かずゆき）  

ＴＥＬ ０８２４－６３－４１２１（代表） 

URL https://www.cgr.mlit.go.jp/miyoshi/ 

 ○ 一般国道 183 号鍵
か っ

掛峠
かけとうげ

道路（延長 12.0km）は改良、橋梁、ト

ンネル工事を鋭意進めていたところですが、鍵掛峠トンネル掘削

時に発生する湧水により、庄原
し ょ う ば ら

市三坂
み さ か

浄水場井戸の水位低下

が確認されたことから、井戸改修を行い完了したところです。ま

た、トンネル北工事の掘削再開に向け、トンネル掘削面の被圧を

低下させるための水抜きボーリングを行ったところです。 

 ○ この度、水抜きボーリングを実施したことにより、トンネル掘削面の

被圧低下が確認出来たため、本日（１０月１日）よりトンネル北工

事の掘削を再開します。 

 ○ 鍵掛峠道路（延長 12.0km）のうち鳥取県側の延長 5.7km の

開通時期については、今後のトンネル工事の進捗状況を踏まえ、

引き続き工程精査してまいります。 

国 土 を整 え、全 力 で備 える 
中 国 地 方 整 備 局  

道 路 の 異 状 等 を 発 見 し た 場 合 は 、「 ＃ ９ ９ １ ０ 」 へ ご 連 絡 く だ さ い 。  



発出元 → 発出先
【機密性２情報】
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発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成日_作成担当課_用途_保存期間鍵掛峠道路トンネル工事の再開
かっかけとうげ
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配水池（自然流下で排水）
かっかけとうげ

鍵掛峠トンネル

工区境

掘削延長 L=1420m
（9月26日時点）

掘削延長 L=1175m
（9月26日時点）

凡 例

事業中

水抜きボーリング及び
切羽被圧水対策工完了

R6.10/1トンネル工事再開
水抜きボーリング施工状況

R4.5月掘削開始
R4.7月掘削開始

R6.4月 掘削中断
R6.10月掘削再開

水抜きボーリングイメージ図

断面図

平面図
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⇓
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⇓

水抜き
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水抜き
ボーリング

トンネル掘削面の湧水により、掘削時の安全性を確保できないため、
水抜きボーリングを実施する。

Φ=75mm
L=20m

Φ=75mm
L=20m



発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成日_作成担当課_用途_保存期間水抜きボーリング実施による効果

水抜きボーリングイメージ図

被圧地下水により、掘削時に切羽崩落の危険性

水抜きボーリング実施前

水抜きボーリング実施後

掘削時の安全性を確保するため、水抜きボーリングを実施

被圧地下水

切羽面

切羽面

湧水

水抜き
ボーリング 水抜き

ボーリング

被圧地下水の排出

切羽崩落のイメージ

水抜きボーリングにより湧水が
切羽面の外側に導水すること
で切羽面の湧水が減少し、崩
落の危険性を回避

岩の亀裂に湧水が流入

被圧地下水の排出

現状は岩の亀裂などの隙間に水が入り込み、「緩まっている状
態」であり、掘削時に崩落の危険性がある

岩

岩の亀裂入り込んでい
た湧水がなくなり亀裂
や岩石同士が密接

拡大

拡大

実施前

実施後

水抜きボーリングにより
水位が低下

切羽面の湧水が減少し、崩落の危険性を回避

岩

○湧水が発生する現状では、トンネル掘削を行うことで断面が崩落する危険性がある。
○水抜きボーリングを実施し、湧水が減少し岩同士の隙間が締ることでトンネル、掘削による崩落の危険性を回避。

切羽からの湧水量
8m3/ｈ

切羽からの湧水量
8m3/ｈ

切羽からの湧水量
2m3/ｈ

湧水

切羽からの湧水量
2m3/ｈ
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